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飾りた る あり。 棚の 上に は 小さき、 柄の 長き 

和蘭陀 パイプ を 斜 に 一 列に 置き あり。 その 

しなとう 

外 小さき 彫刻 品、 人形、 浮彫の 品等 あり。 寝 

椅子の 末の 処に 一枚 戸の 戸口 あり。 これより 

ねま い そば 

寝間に 入る。 その 傍に、 前へ 寄せて、 人の 昇 

りて 立つ ようにし たる 台 あり、 その 半ば を 

屛風 にて 隠し あり。 台の 上に は緋の 天鵞絨に 

金糸の 繡 ある 立派なる 帛を 投げ掛け あり。 

ずっと 前に 甚だ 大 いなる 卓 あり。 これ は 為 事 

ふみ ほご 

机に 用いる ものに て、 紙、 文 反古、 書籍、 そ 

-こ 

の 他 色々 の 小さなる 道具 を 載せ あり。 その 脇 



ゆ しばら 

りて 窓の 処 まで 行き 暫く 外 を 見て、 急に 向 

き 返り、 部屋の 内 を、 何 か 探す ように、 歩き 

まわ みいだ 

廻る。 さて 絵 具 入の 箪笥の 上の 鏡 を 見出し、 

それに 向きて ネクタイ を 直さん とし、 鏡に 五 

味の かかりい る を 見て、 じれったげ に 体 を 動 

かし、 ハンケ チを 見出し 鏡 を 拭き、 その ハン 

ケチを 椅子の 上に 投ぐ。 さて 鏡 を 手に 取リ、 

ネクタイ を 直す。 

画家。 これで ゆい。 (安心した るら しき 様子に て 二三 

歩 窓の 方に 行き、 懐中時計 を 見る。) なんだ。 まだ 三 

時 だ。 大分 時間が あるな。 (絵 具 入の 箪笥の 処に立 



戻る。 この 箪笥 は 高 机 の 半分 位の 高さに なりおる。 

その上に ある 紙卷 莨の 箱 を 手に 取り、 小言の よう 

に。) 五味 だらけ だ。 何 を 取って 見ても 五味 だらけ だ。 

(紙 巻 を 一 本 取る。 〇 戸 を 叩く 音す。 何ん とも 思わ 

ぬ 様子に て。) お 這ん ん なさい。 (マッチ を 探す。 よ 

うよう マッチの 箱 を 見出し、 マッチ を 一本取りて 摩 

る。 また 戸 を 叩く 音す。 うるさがる 様子に て。) お 

這 入ん なさい。 (その内 マッチの 火 消 ゆ。 燃えさし 

を 床の 上に 投げ、 また 一 本 摩り、 莨 を 吸 付けながら、 

どうで もい いと いうよう なる 風に て 戸の 方 を 見る。 

むすめ むぎわらぼうし こしらえ 

〇 モデル 娘。 質素なる 黒の 上着に 麦藁帽子の 斿 



しずか い きた 

にて、 遠慮ら しく 徐に 入り 来る。 画家 は マッチ を 

振りて 消す。) モデル か。 んら ない、 ^ら ない。 また 

来て おくれ。 (モデルの 方に 背中 を 向け、 紙 卷を喫 

む。) 

モデル。 先生。 わたしで すよ。 

むき かえ 

画家。 (急に 向 返る。) 何んだ マツ シャ かい。 見違えて 

しまった。 黒なん ぞ着 てるんだ から。 どうしたんだ 

ヽ o 

レ 

モデル。 ただ、 どんな 御 様子 かと 思って。 

ちかごろ 

画家。 そうか。 大分 長く 顔 を 見せなかった な あ。 近頃 

どうだい。 



モデル。 ええ。 どうやらこう やらと いうよう な 工合で 

すよ。 この頃 はわた し 共に 御用 はお ありな さらない 

の。 

やすみ 

画家。 うむ。 この頃 はお 休 だ。 どう だ。 少し 掛けな 

、ゝ o 

レ 力 

モデル。 でもお 出掛でしょう。 

画家。 なぜ。 

モデル。 (画家の 衣服 を 指さす。) そんなお 支度で い 

ら つし やる じゃありません か。 

画家。 これ かい。 そり や あ 出掛ける に は 出掛ける の だ 

が、 まだ 早い。 まあ 腰で も 掛けない か。 近頃 は忙 



ノ、 ゝ、 o 

しレ力 レ 

モデル。 (進みて 藁 椅子に 腰を掛 く。 画家 は 今一 つの 

低き 椅子の 背に 腰 を 半分 掛 く。) いいえ。 どなた も 

何ん にもな さらない ようです わ。 

まま- k! おれ 

画家。 (微笑む。) それ 見ろ。 己 だって 同じ 事 だ。 

モデル。 (やはり 微笑む。) それで 毎日 毎日 何 をして い 

らっしゃ るの。 

画家。 フロック コ オトに 御 奉公 をして いるの だ。 こう 

いって は 分るまい。 人の 処へ 訪問に 出掛けた リ、 人 

に 案内 をして 貰ったり している の だ。 

モデル。 急に そんな 事が 面白く お成りに なった の。 



画家。 いや、 面白く も 何ん とも あり やしない。 

モデル。 それな のに どうして そんな 事 をして いらつ 

しゃる の。 

画家。 ふん。 自分の ために 面白い 事が 出来なければ 

為 方がない じ やない か。 

モ 1 アル。 おかきな されば 好いで しょう。 

画家。 それが かけない の だ。 

モデル。 かけない のです つて。 

画家。 うむ。 

うそ 

モデル。 噓だ わ。 冬なん ぞは。 

画家。 そり や あ 冬 は 違う さ。 十一月 頃の 薄暗い 天気の 



日に、 十一 時 頃に なっても 光線が 足りない 時なん ぞ 

は、 どんなに か 気 を 揉んだ もの だ。 悪く すると 一 日 

明るく ならずに しまう の だからな。 あの 頃 もっと 勉 

強して 置けば 好かった。 あの 頃 かけば 幾らでも かけ 

たような 気がして ならない。 この頃 は、 朝早くから 

窓 一 ぱいの 光線が 差込む。 それ を 使わずに 見て いる 

しゃく 

のが 癩に 障る ので、 己 は 昼まで 寝 部屋の 中に 寝て 

いるの だ。 

モデル。 それに は 夜 遅くお 帰りな さるせ いも あるで 

しょう。 (間。) 

まじめ 

画家。 (真面目に。) なるほど。 そり や あ 遅く 帰る せい 



きほよう 

も あるだろう。 うむ。 人間 は 気保養 もしなくて はな 

、らな レ 力、 りな 

モデル。 ええ。 保養 をな すって、 それから 為 事に おか 

かりな さるが 好い わ。 

画家。 なんだ。 妙に 己に 意見 をす るよう な 事 をい うな 

あ。 

ま わるげ 

モデル。 (間の 悪気に。) そんな 訳で は ございま せんが、 

ことば 

ふいと そう 思った もんです から。 それに 詞の はず 

みです わ。 

画家。 詞の はずみば つかり かい。 何んだ かお 前 は 厭に 

賢夫人ら しくな つた じ やない か。 



モデル。 (笑う。) 全く 詞の はずみで。 (間の 悪気に 言 

い 淀む。) 

画家。 どうだい。 お前 は 何 か 稽古なん ぞ をした 事が あ 

るの じ やない か。 

モデル。 一 向出 来ません わ。 す こおし 読め 出す と 内が 

台な しにな つ てし ま つ たもんで すから。 

画家。 急に 貧乏に なった のかい。 

モデル。 ええ。 出し抜けで したの。 お父さんが 相場 を 

して。 

画家。 そうかい。 それじゃ あ 読めば 読める の だな。 

モデル。 ええ。 読めます わ。 小さい 時にはお 父さんの 



本棚の 前に 行って、 見て いまして、 これが 読めたら 

と 思って いたのです。 それから 読める ようになった 

ら。 

画家。 ふん。 読める ようになったら どうしたの だ。 

モデル。 その 時 はもう 本なん か 無くなって いました の。 

画家。 そうかい。 みんな 差 押えられて しまったの だな。 

モ 1 アル。 ええ。 

のち 

画家。 その後 どうして いるの だ。 

うちし お 

モデル。 こうして います わ。 (打 萎れた る 様子。) 

画家。 そこいら にある 本で 好いなら。 いつでも 持って 

行く が 好い ぜ。 (本棚 を 指 ざす。) 



モデル。 難 有う ございます。 いっか 中 も 願って 見よ 

うかと 思って いました の。 (間。) 

さ つかず 

画家。 格別 冊数 はない が、 あの 中に でも 何 かしら ある 

だろう。 (間。) 何んだ つて そんなに 己の 顔 を 見 るん 

だい。 

モデル。 あなた は 丁度い つか 中の ような 御 様子で い 

ら つし やる わ。 

画家。 いっか 中と はいつ だい。 

モデル。 あの 盛 にかいて いらっしゃった 十 一 月頃と 

同じような 御 様子に 見えます の。 

画家。 あの かけた 頃の ように 見える というの か。 ふん 



一 体 どんな 顔 だい。 

モデル。 そうです ねえ。 何ん といったら 好いで しょう 

こう 敬虔な ような。 

画家。 なんだ と。 

モ、 デル。 いいえ。 そうで はない わ。 そういって は 当り 

ません の。 

画家。 そんなら どう だとい うの だ。 

モデル。 そうね。 作業 熱の あるお 顔です わ。 

画家。 (紙 巻 を 灰皿に 押 付けて 消す。) ふん。 作業 熱の 

ある 顔と いうの は、 どんな 顔 だい。 

しずか 

モデル。 (徐 に) 信仰の あるよう な 顔です わ。 



画家。 (真面目なる 顔に て モデル を じっと見る。 モデ 

ル 立ち上る。) 今日の 己の 顔 はそんな 風 かな あ。 

モデル。 ええ。 (間。) 

画家。 (間。 〇 微笑む。) そうして 見る と 近い 内に また 

お前に 来て 貰わな くつち や あならない ようになる だ 

ろうかな。 

モデル。 (喜ばし 気に。) いつでも 参ります わ。 

画家。 (た ゆたい つつ。) ふむ。 事に よったら。 (神経 

質なる 態度に て、 あちこち 歩き 始 む。) 事に よったら 

やられる かも 知れない。 考 はとうから 幾ら も ある 

やつ 

の だ。 ただ 片っ 方の 奴 をつ かまえよう とすれば 外の 



奴が 邪魔になる。 でも どうかす ると 妙な ことがある。 

先の 週 だつ け。 雨の 降った 日が もう 少しで 暗くな ろ 

うとい う 時だった。 こう 見る ものが 昔話の ように、 

黄金色に 見えた つけ。 地が 温かに、 重い ようで。 背 

りんかく 

景が。 そして その 前に ある ものが、 光って、 輪廓が 

はっきりして、 恐ろしく 単純に 見えた つけ。 妙に 情 

を 動かす ように 単純に 見えた つけ。 そうだ。 前の 週 

の 木曜日だった と 思う。 あんな 時に 直ぐ かき 始めれ 

ば 好い の だが。 ついそん な 時に いろんな 事 を 考える 

もんだ から。 

ほ.. R 

モデル。 外の 事が 邪魔に 這 入る のでしょう。 不断の 下 



ら ない 事が。 

画家。 (立ち 留 りて モデル を 見る。) お前の いう 通り だ。 

その内 呼びに やる ぜ。 

モ、 デル。 あした はどうでしょう。 

画家。 あしたかい。 あんまり 性急 だな あ。 あした はむ 

ず かしい。 第一 今夜 は 帰が 遅くなる の だ。 それに こ 

の 部屋 も 一度 大掃除 をし なくち や あ。 まあ、 この 埃 

ぼう 

を 見て くれい。 (モデル 娘忙 がわし 気に 帽を 脱ぎ、 

上着 を 脱ぎ かかる。) どうす るの だ。 

ふきん 

モデル。 お 掃除 をし ます わ。 拭 巾が あるでしょう。 

画家。 直に 始めよう というの か。 



モデル。 造 做はありません わ。 拭 巾が あるなら お出し 

なさい よ。 

画家。 せっかち だな あ。 (その内 娘 は 左手の 箪笥 を 開 

ひきだし いだ 

け 探す。 画家 絵 具 入の 抽斗 を 抜き出す。) ここ だ、 こ 

つやぶ きん いだ や 

こだ。 (抽斗に ある 艷拭巾 を 二 枚 出して 投げ 遣る。 

娘 は 直に 箪笥 を 拭き 始め、 その上の 品物 を 一 々拭き 

て 工合 好く 据 直す。 画家 は 紙卷を 一 本 吸 付け、 窓 を 

背に して、 銅 版の 置き ある 机に 寄リ かか リ、 娘の す 

る 事 を 見て いる。) 

ひざ 

モデル。 (一方の 画架の 処に膝 を 突き、 掃除 をしつつ 

徐 に。) 今度お かきになる ものに は 顔の がお 入用な 



のではないでしょう か。 顔の 役に立つ モデルが。 

画家。 なぜ。 (莨 を 喫む。) 

モデル。 (立ちて 左手の 壁の 額 を 掃除す。) わたしで は 

手と 足しき やお 役に立たな いのです もの。 (画家 は 

娘 を 見て いる。 娘 は 画家が 返事 をせ ざる 故 向き 返り 

顔 を 見る。 画家 は 突然 紙卷を 投げ捨て、 画架に 飛 付 

く。) 

画家。 じっとし ていろ。 動い ちゃ あいけ ない ぞ。 (娘 

は その 姿勢 を 崩さずに いる。 画家 は 画室 を あちこち 

か まわ 

蚯け 廻リ枠 なぞ を 倒し、 紙の 張り ある 板 何枚 か を 

ひっくり返して、 その 一枚 を 画架に 載せ、 簞笥を 引 



開け、 チヨ ォクの 入れ ある 箱 を 取 出し、 大急ぎに て 

かき 始む。 為 事に 熱中しつつ。) それで 好い。 手 は 

そのまま 垂らしても 好い。 (フロック コ オトの 上着 

ゆか まう いだ 

を 脱いで 床の 上に 投り 出す。 娘 は 姿勢 を 保ちい る。 

画家 は 為 事 を 続く。) 手 はどうで も 好い の だ。 顔 さ 

えそう していて 貰えば 好い。 (娘 は 驚の 余りに 麻痺 

したる 如き 様子に て 両手 を 後に 引く。 画家 は詞無 

く、 為 事 を 続く。 娘、 突然 激しく 感動した る 様子に 

て 両手に て 顔 を 覆う。) おい。 どうしたんだ い。 

為 様がない な あ。 もう 駄目 だ。 (娘 泣く。 画家 チヨ 

ォ クを投 ぐ。) ええ、 くそ。 もう 駄目 だ。 



モデル。 (驚きた る 様子。) 御免なさいよ。 わたし はつ 

い。 (両手 を 顔より 放して 元の 姿勢に 返る。) 

画家。 (憤然として。) そうして いさえ すれば 好かった 

ま ね 

の だ。 なんだ つて あんな 真似 をした の だい。 

モデル。 (ひどく 間の 悪気に。) 本当に 御免なさいよ。 

つい。 

画家。 そんな 顔に なつち や あ 為 方 はあり やしない。 今 

日 はもう おしまいだ。 (娘 は 悲し 気に 立ちい る。) お 

しまいだ という じゃあな いか。 (板 を 壁に がたりと 

寄せ 掛く。 さて チョッキ のみに なりたる に 心 付き、 

床の 上に ある 上着 を 取上げ 着る。 娘、 傍に 寄る。) な 



んだ。 

モデル。 (間の 悪気に。) お 服が 五味 だらけに なり まし 

た わ。 

画家。 そんなら、 掃いて くれい。 (娘、 ブラシ を 探す。 

画家 卓 を 指 ざす。) あそこに ある。 (娘、 ブラシ を 持 

ち 来て 服 を 掃く。 間。 〇 戸 を 叩く 音す。 画家 高声 

に。) お 這 入ん なさい。 

画家の 姉。 (戸 を 少し 開けて 透 間より。) 好い の。 

画家。 姉さんで すか。 

姉。 ええ。 わたしよ。 

画家。 お 這 入ん なさい、 お 這 入ん なさい。 (モデル 娘 



とど かた 

は 服 を 掃く 手 を 止め、 気 を 置く ように 戸の 方 を 見る。 

〇 ゾフィ ィは 老けた る 処女な リ。 質素なる 栴ぇ にて 

まんなか ようぼう 

登場。 髪 は 真中より 右左に 分けい る。 容貌 美なら ず。 

かしこげ なさけ 

され ど 柔和に て 目 付 賢 気に 情 あり。 万事 察しの 好 

ラ しろ 

き 風な り。 後の 戸 を 締め、 モデル を 見て た ゆた う。) 

好い からず つと こっちへ おいでな さいよ。 これが 

マツ シャ なのです。 そら。 好く 姉さんに 話した で 

しょう。 今 服の 五味 を 取って 貰って いた 処 です。 今 

ごさん 

日 は マル リンクの 処へ 午餐に 呼ばれました ので。 

のぞ 

姉。 (進み 入る。) ちょいちょい 視 いて 見ようと 思う の 

だけれ ど、 つい 御無沙汰 になって ね。 (モデル 娘に。) 



こんち 

今日は。 (握手 せんとす。 娘 は 意外に 思う らしく 慌 

てて そっと 手 を 出し、 一秒 間 程 相手の 手 を 握る。 貴 

おの う 

夫人の 己れ と 握手す る 事 はあり 得べ からざる ように 

思いお る ゆえ 驚きし なり。 さて、 艷拭巾 を 取りて、 

絵 具 箪笥の 抽斗の、 まだ 開け ある 中に しまい、 忙が 

わしく 上着 を 着る。) どこへ 呼ばれて いるので すって _ 

画家。 (手真似に て 姉に、 寝椅子 を 指さし 示し、 自分 も 

そま ゆ 

藁の 椅子 を 傍に 持ち 行き、 腰を掛 く。) マル リンクの 

処 なのです。 

姉。 (寝椅子に 腰を掛 く。) あそこの 内で は 今日よ めさ 

んが 来る の だとい うではありません か。 



画家。 (半ば 見物に 背 を 向けて 藁 椅子に 腰を掛 く。) そ 

れ なのです。 儀式に は 厭 だから 行かない が、 午餐 だ 

け は 断る わけに も 行かない ものです からね。 息子 は 

近頃 随分 親しくして いるので すから、 断る と 感情 を 

害します からね。 それに 午餐と いっても 極 近い 親類 

ともだち 

や 友達の 外 は 呼んで ない の だそう です。 それで 

燕尾服に も 及ばない といって 来た 位です。 姉さん は 

近頃 どうして いるので すか。 みんな 健康です か。 

おつ 母さん は。 

姉。 (微笑む。) 実はお つ 母さんが 様子 を 見て 来い と 

いったから 来ました よ。 三日ば かり お前さんが 顔 を 



見せない もんだ から、 心配 をな すって ね。 それに ゆ 

うべ 夢に 見た から、 何事 か あり やしない かとい うの 

です よ。 年が寄って 病気 だ もんだ から、 迷信家に 

なって しまって 困ります の。 (間。) 上 元気の ようね。 

画家。 そうです よ。 慢性 怠惰 病と いう 病気 は 別と して。 

姉。 (微笑む。) まあ、 その 病気なら 命に 別条 はないで 

しょう。 

画家。 (真面目に。) そうさ。 しかし ある 意味に おいて 

は 人 を 死なす かも 知れません。 (間。) おつ 母さんに 

は、 今から マル リンクの 処へ 呼ばれて 行く 処 だった 

とそう 言って 下さい。 マル リンクの 処 ではない。 



欧羅巴 ホテルです。 宴会 は ホテルで あるので す。 一 

体お つ 母さん は 何 をして います か。 

姉。 やっぱり いつもの 通りです よ。 ちょいと。 マツ 

シャ さんが 何 か 用が あるので しょう。 (モデル 娘の 

方 を 顔に て 示す。 娘 は 上着 を 着、 帽を 被り、 何 か 用 

あり 気に 戸の 近くに 立ち 留リ いる。) 

いとまごい 

モデル。 いえ。 ただお 暇 乞 を 致そうと 存じまして。 

画家。 (少し 腰 を 上げ、 半ば 向き 返る。) 好い 好い。 ま 

た 来て 貰おう。 

姉。 さようなら。 

モデル。 さようなら。 卸 ゆっくりと。 (退 翳。) 



姉。 あれが 名高い マツ シャ なのね。 

画家。 (何 か 物 を 案じいて、 気の なき 返事 をな す。) え 

え。 あれが マツ シャ です。 

姉。 去年の 十一月に、 あの 大きい 画 を かいている 頃、 

わたしに、 色々 話して お聞かせだった のね。 

画家。 (突然 立ち上る。) 姉さん。 ちょっと 御免なさい 

よ。 

姉。 ええ。 

画家。 (忙 がわし 気に 戸口に 行き、 戸 を 開け、 外に 向き 

て 呼ぶ。) おい。 マツ シャ。 (間。 梯子 を 下り 行く 足 

音留 る。) マツ シャ。 



モデル。 (梯子の 下より。) ええ。 只今。 (急ぎ足に て 

梯子 を 登る 音す。 さて、 戸の 外まで 帰り 来たる 様子 

なり。) 

画家。 さっきの 事 はな あ、 己 は 何ん とも 思って はいな 

ヽ ト/o ヽヽ ゝ ヽ o 
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モデル。 (梯子 を龃け 登りした め、 息 を 切らしい る 様 

子。) 本当に あんまり 出し抜け だ もんです から、 吃驚 

はず 

しました のと、 それに わたし は 恥 かしく つて。 

画家。 なに。 恥 かしかった の だと。 何んだ。 馬鹿らし 

い。 だが 好い よ。 かき かけた スケッチ は あそこに あ 

るし、 己の 頭の 中には 印象が はっきりして いるの だ 



から。 じゃあ 明日 来て 貰おう。 

あ ，1.+ こ 

モデル。 (思い 掛けぬ 喜びの 様子。) あの 明日 参っても 

ぶろ 

宜しい のです か。 

しず 力 

画家。 (徐 に。) うむ。 午前 八 時 か 九 時 頃に 来て 貰おう。 

来られる かい。 

モ 1 アル。 ええ、 ええ。 

画家。 それで 好い。 さようなら。 (戸 を 閉じて 忙 がし 

気に 帰り 来て、 姉に。) 姉さん。 済みませんでした。 

少し 言い残した ことがあった もんです から。 

たいそう あした 

姉。 大相 勉強す るの ね。 明日 八 時から かくなん て。 

画家。 な あに。 どうなる か 分り やしない。 ただ やって 



姉。 (微笑む。) それはありません とも。 それに わたし 

は 丁度 あんな 風な 子だろう と 思って いました の。 真 

面目な、 静な顔 付で、 色艷が 余り 好くな くって。 口 

は 何事 も 堪えて 黙って いると いう 風な、 美しい 口な 

のね。 額と 目と に は 気高い 処 があります ね。 目なん 

か は 丁度 あんな 風だろう と 想像して いました の。 

画家。 (詞 急に。) そうでしょう。 面白い 目です。 あの 

目に 今日 気が付い たのです。 (間。) その外の 事 も 姉 

さんの 思って いる 通り かも 知れません。 (姉 は 弟の 

詞を 解し 兼ねた る 如く、 顔 を 見る。) 僕の いったの は、 

あの 娘の 心 も 顔の ような 風 かも 知れない というので 



す。 (間。 突然。) そうそう。 あの ロイ トホ ルド 君が 

今に 来る のです がね。 姉さん はこ こで 顔 を 合せる の 

が 厭ではありません か。 

姉。 いいえ。 わたし は 構いませんの。 

画家。 でも あんなに 熱心に、 姉さん をお よめに 貰おう 

としてい たの を、 姉さんが 弾 付けた のです から。 

姉。 な あに。 ちっとも こと を 荒立てずに 断った の だか 

ら、 わたし はこ こで 逢った つて、 困りません の。 そ 

れ にあの 方 はもう 内へ は 来られないでしょう。 おつ 

母さんが 変に 思う から。 昔風の 人の 考 では、 結婚の 

話 をし 掛けて、 話が 破れて しまった もの は、 それ か 



ら どんな 風に して 交際 をして 好い か 分らな いんです 

からね。 しかし わたしの 考 では、 そんな 風に、 因襲 

き かえつ 

がどうに も 極めてい ない 場合が、 却て 面白い 関係 

になる かも 知れないで しょうと 思います の。 そうで 

はないで しょうか。 

画家。 こり や あ 面白い。 ふん。 因襲の 外に 立った 関係 

は 面白い。 僕なん ぞも、 そういう 関係 を 求めて いる 

ような ものです。 

姉。 人生と いう ものが、 そうした もので はないで しょ 

ク ゝ o 

う 力 

画家。 ふん。 



ほか 

姉。 一 体 人間の 真実の 交際 は みんな 因襲の 外の 関係で 

はないで しょうか。 

画家。 姉さん は 実に 面白い 人です ね。 

じょうだん 

姉。 笑談は 置いて、 わたしが こうやって ここへ 来る 

のなん ぞも、 同じ 道理 かも 知れないでしょう。 

画家。 姉さんが 僕の 処へ 来る のです か。 そんなら 僕が 

弟で なくっても、 姉さん はこの 画室に 来る でしよう 

ゝ a 

力 

姉。 そうね。 きょうだ いでない として 見る と、 何ん と 

いう 資格で 来たら 好いで しょう。 

画家。 ただ 貴 夫人と して、 知合と して、 友達と して。 



姉。 友達です か。 

画家。 ええ。 友達に なって 来て 下さる か、 どう だか 怪 

しい ものです ね。 

姉。 (笑いつつ。) お前の 処 へなら 来る でしよう よ。 

画家。 (やはり 笑いつつ。) まあ、 来て 下さる もの だと 

思って 置きましょう よ。 (間。 真面目に。) 本当に 姉 

さんが 来て 下さる と 好い の だが。 

姉。 (脈せ ざる 様子。) ええ。 

画家。 実は 僕 は 寂しく つて 為 様がない のです。 こない 

だから 姉さんの 処へ 越して 行こうかと も 思って 見 ま 

した。 たしか 客間が 一 つ 明いて いたでしょう。 それ 



ともこ こで 寂しい と 思う の は、 あんま り 家が 広 過ぎ 

と かく 

るせ いか も 知れません。 兎に角 姉さんと おつ 母さん 

すま 

と 僕と 一し よに 住って 見る という 事が、 出来ない 事 

も あるまい と 思う のです。 晚に でも なれば 誰か 本で 

も 読んで、 みんなで それ を 聞いた つて 好いで しょう。 

あか リ つ 

燈を 点けて 本 を 読む のが 目に 悪け リゃ あ、 話 をし 

まとま 

ていたって 好い わけです。 誰かが 纏った 話 をして、 

みんなで 聴いても 好いで しょう。 事に よったら 黙つ 

ていたって 一 人で 黙って いるより は 好かろう じゃあ 

りません か。 実際 僕 は 折々 そんな 風に みんなと 一 

しょに なって いるよう な 心 持になる のです よ。 (疑 



念 を 挟 むらしき 姉の 目 付 を 見て 言い淀む。) ふん。 

姉。 お前が そんな 風に 一し よに いる 処を 想像す るの は、 

わたし 共と 一し よと いう わけで はなく つて、 誰か 外 

の 人と 一 しょに いるよう な 夢を見て いるので は ある 

まい かね。 

画家。 (驚きた る 様子。) 姉さん 達と 一 しょで なくって、 

誰と 一 しょに いる 事が 出来る でしよう か。 

ほか 

姉。 それ はお 前 はお 前で 因襲の 外の 関係が 出来る かも 

知れない じ やない か。 

ふりな ま 

画家。 (手に て 拒む 如き 振 を 為し、 暫く 間 を 置き、 温か 

に。) 僕 は 幾らか 姉さんの 助に なりたい と 思う ので 



姉。 (甚だ 意外に 思う らしき 様子。) 何んで すって。 わ 

たし を 助ける のです つ て。 

画家。 でも 姉さんが、 朝から 晚 までおつ 母さんに 付い 

ていて 世話 をす るの は、 随分 苦しいで しょう。 長年 

の 事 だから。 何んでも 年寄と いう もの は、 どんなに 

世話 をしても、 それ を 難 有い なん ぞと 思って はくれ 

かんしゃく 

ない ものです。 それに 病気で でも あると 癇癩を 起 

して 無理な 事 もい うでしょう。 随分 つら かろうと、 

僕 だ つ て 察して いますよ。 

姉。 お前が そうお 言いなら、 わたし は 打明けて お前に 



言いましょう がね。 実は わたしが おつ 母さんの 世話 

ほか 

をす るの も、 因襲の 外の 関係な ので、 わたし は 生涯 

ゆだ 

を その 関係に 委ねた という もの かも 知れません よ。 

(画家 不審ら しき 顔 をな す。 姉 は 沈みた る 調子に て 

言い 続く。) 実はね。 おつ 母さんと いう ものに は、 と 

うに 別れて しまった かも 知れない のです よ。 そして 

わたし は ある 縁の ない 人に 出くわし たのね。 その 人 

が 人手 を 借らな く つ て はどうす る 事 も 出来な い、 

可哀相な 人 だ もんだ から、 わたし は その 人に 世話 を 

してやって、 その 人の ために は、 わたしが いなくな つ 

て は、 どうもなら ないような 工合に なった のね。 



晚 方に 窓掛を 締めて やれば、 その 人の ために は 夜に 

ひるまえ よろい ど 

なり、 午前に 窓の 鎧 戸 を 明けて やれば、 その 人の た 

めに は 朝になる でしよう。 物 を 喰べ させる の も、 薬 

を 飲ませる の もみん なわた しの 手です るので しょう _ 

わたしの 本 を 読んで 聞かせる 声に 賺 されて、 寝る 時 

は 寝る でしよう。 そういう 風に その 可哀相な 人 はわ 

たしに 便る の だから、 わたし はまた その 人の 助に 

なる の を 自分の 為 事に している のです。 それが 今お 

前に 言われて 見れば、 わたしの おつ 母さんな のね。 

画家。 (姉の 方へ 手 を 差 伸べ て 温かに。) ええ、 それが 

お 互のお つ 母さん だとい うわけ です ね。 



姉。 (弟の 手 を 握りて、 互に 目 を 見 交す。 〇 間。) こん 

まち どお 

な 事 をい つて ぐずぐず していて はおつ 母さんが 待 遠 

に 思う でしよう。 

画家。 それで は ロイ トホ ルド 君に は 逢わないで 帰る の 

です ね。 

姉。 そう。 あんま リ 遅くなる からね。 (間。) あの人 は 

度々 お前の 処へ 来ます の。 

ずき 

画家。 なに あんな 風で、 交際 好と いう わけで はないで 

しょう。 それ だからめ つたに は 来ない が、 今日は 誘 

いに 寄る といって いたのです。 

け つきあ 

姉。 マル リンクの 一家と も附 合って いると 見える ね。 



画家。 そうさね。 マル リンク 男爵の 友人と いうよ リは、 

息子の ロルフの 友人と い つた 方が 好い 位でしょう。 

時代が 違って 男爵と は 話が 合いそう もない のです か 

ら。 

姉。 そうでしょう とも。 この頃の ように 人の 思想が 早 

く 変る こと はない の だから。 

画家。 実にそう です。 勿論 青年 社会の 思想と いうの は。 

(戸 を 叩く 音す。) はてな。 ロイ トホ ルド 君 かも 知れ 

ない。 お 這 入ん なさい。 ああ。 そうだった。 

医学士 ロイ トホ ルド。 (登場。 痩せて 背の 高き 男。) も 

うそろ そろ 出掛けても 好いで しょう。 (ゾフィ ィを 



きんがん たち ま 

見て、 暫く は 近眼の ために、 誰と も 見 分かず、 忽ち 

それと 知りて。) いや。 失礼しました。 ご機嫌よ ろ 

しゅう。 

姉。 (医学士に 進み 近付き 握手 せんとす。) 暫 らくで ご 

ざい ましたね。 只今 弟と、 あなたなん ぞは 旧思想の 

人だろう か、 新 思想の 人だろう かと、 お 噂 をいた し 

ていたので ございます。 

学士。 (ゾフィ ィと 握手す。 次に 画家と 握手し、 

鼻眼鏡 を 外しつつ。) どっちで もありません よ。 強 

いて ど つ ちかに 入れなければ ならない となり ますれ 

ば、 旧思想の 方へ 入れて お貰い 申しましょう。 わた 



すね。 事に よったら 骨 を 折って 旧思想 を 破壊す るの 

も 徒労で はない かと 思う のです。 なぜと いうのに、 

折角 旧思想 を 取 片付けて しまっても、 その 跡の、 

いし かわら 

石 瓦に 覆われた 地面の 上に は、 新 思想 は 芽 ざして 

来ない かも 知れません から。 新 思想の 生えて 来る に 

は、 何処か 別に 新しい 地面が^る ので はないで しょ 

ク ゝ o 

う 力 

姉。 それで は あなた は、 この 世界に まだ どこか 人の 手 

の 触れない 新しい 土地が あるよう に 思 つて いらつ 

しゃ いますの。 

学士。 ええ。 もし 人の 手の 触れない 土地が もうない と 



んな 一人で 作った ものの ように、 僕に は 思われる の 

です。 

学士。 そり や あ、 それ も 一理あります よ。 どの 詩人の 

背後に も 唯一 の 詩人が いるので しょうから。 

画家。 ふん。 神 だとい うのです か。 

学士。 君 は それ を 神と 名附 けます か。 

画家。 (答に 窮 する 様子。) 僕に は 分りません な あ。 

(間。) 

学士。 (時計 を 見る。) しかしもう 時刻が。 

画家。 (目の 覚めた る 如く。) そうだ そうだ。 もう 遅く 

なる。 君、 車が 下に 待たせて あります か。 



学士。 待たせて あります よ。 

画家。 それじゃ あ、 ちょっと 腰 を 掛けて 待って いて 下 

さい。 姉さん。 ロイ トホ ルド 君に その 紙 巻の 箱 を 上 

げて 下さい。 箱の ある 処は 分って いるでしょう。 僕 

は 直ぐ 来ます から。 (急ぎて 寝間に 入る。) 

姉。 (凭掛 りの 椅子 を 示す。) どうぞお 掛けな すって。 

お 莨 を 上ります か。 

学士。 いえ。 只今 は 頂戴いた しますまい。 食事 前で 

すから。 (ゾフィ ィは藁 椅子 を 持ち 来て 腰を掛 く。 

ま 

学士 は その 椅子 を 自分に て 持ち 来らん として 馳せ寄 

る。) 御免下さい。 うっかりして いました。 



姉。 どう致しまして。 わたくし はいつ も 自分の 体の 事 

は 自分で 致す のです から。 (藁 椅子に 腰を掛 く。 学 

きはい ますぐ 

士は椅 背に 寄り かからずに、 背 を 真直に して 腰を掛 

こころやす 

く。 〇 間。) あなた マル リンク 家と お 心 易く してい 

ら つし や いますの。 

学士。 そうです ね。 古い 知合と いう 程度です よ。 年 を 

取った 男爵 は、 わたくしの 医者と しての 職業 上で、 

よほど 前から わたくしと 交際して いられる のです。 

それから 今度 嫁に 来られる お嫁さんのお 里 も わたく 

し は 知つ て います。 

姉。 それで は 御 縁組の ある 両家と もお 知合な のです ね _ 



姉。 それ はそう でございますね。 死人なら 誰も 嫉 みは 

致しますまい。 そういうお 心 持 は 分ります わ。 

学士。 どうお 分りです か。 

すき 

姉。 あなた は 生活が お 好な のでしょう。 

学士。 (微笑む。) 兎に角 生活して いますよ。 

姉。 それだけで 沢山です。 兎に角 あなた は 旧思想の 方 

では ございません のね。 

学士。 (微笑む。) それで は 旧思想の 人 は 生活して いな 

いと 仰 やる のです か。 

姉。 (た ゆたい つつ。) それ は 同じ 生活して いると いつ 

て も 違います わ。 



画家。 (外套 を 着、 手に 帽と 手袋と を 持ち 登場。) さあ。 

行きましょう。 

(学士 立つ。) 

姉。 遅くな リ はしな くって。 

画家。 な あに。 四 五分で 行かれる の だから。 

姉。 (学士に。) そんなら、 御機嫌 宜し ゆう。 もっとお 

話が 伺いたかった のです が、 為 様が ございま せんね。 

事に よ つ たら また ここで 偶然お 目に かかれる かも 知 

れ ません ね。 

学士。 そんな 偶然な 事が あっても、 あなた は 御迷惑で 

は ございま せんか。 



姉。 いいえ。 どう致しまして。 それに 偶然と いう もの 

もつ まり は 法則が あつ て 出来る ので は ございま すま 

ヽゝ o 

レ 力 

学士。 それで あなた は 法則と いう もの を 尊んで い 

ら つし やる のです ね。 

姉。 ある 法則に は 服従し ます わ。 言って 見れば。 

学士。 言つ て 見れば。 

ゆうぎ 

姉。 言って 見れば、 友誼の 法則 なぞが それです ね。 (学 

土と 握手 せんとす。) 

学士。 (十分の 敬意 を 以て、 ゾフィ ィの 手に 接吻す。) 

今日は 色々 お 話 を 承って 為合せ を 致しました。 



姉。 それで は そのうち。 

学士。 ええ。 またお 目に かかりましょう。 

画家。 まあ、 兎に角 梯子段の 下まで は 一 しょに 行き ま 

しょう。 さあ。 (戸 を 開き、 姉と 学士と を 出し やり、 

自分 も 続いて 退場。 〇 舞台 は 一 二分 間 空虚に なりお 

る。 さて 外より 戸 を 開け、 先に モデル 娘、 続いて ゥェ 

かみ ほうき ぞうきん 

ェ ベルの 上さん、 箒、 バケツ、 雑巾 を 持ち、 登場。) 

モデル。 (快活に。) さあお 上さん。 家番 のお じさんが 

鍵 は 持って るだろう と 思った が、 その 通りでした ね。 

構わない からお 這 入りな さいよ。 (手早く 帽 とジャ 

ケッと を 脱ぎ捨て、 大 いなる 白の 前 掛を取 出して 掛 



く。) 大急ぎで やらな くつち や あ、 駄目です よ。 まだ 

二 時間 は 日が あるでしょう。 そのうちに あらまし 片 

付けて しまわな くち やならない からね。 さあ。 この 

煖炉の 処 から 始めて 下さいよ。 

上さん。 (のろのろと。) はい、 はい、 もう 大分 遅い か 

らね。 それに 随分 広い 部屋 だ。 一体 あしたの 朝 ゆつ 

くりに した 方が 好かった のに。 

モデル。 (じれった 気に。) そんな 事 をい うので はない 

きれい 

よ。 あすの 朝 は 綺麗に なって いなく ちゃなら ない の 

だから。 

たす き 

上さん。 (襻 を掛 く。) なるほどね。 (掃除 道具 を 運 



ぶ。) あした は 御 祝儀で も あるので すかい。 

モデル。 (さっさと 為 事に かかり、 卓の 上 を 片付けつつ、 

にこやかに。) ええ、 ええ。 あした はお 目 出たい 曰な 

のよ。 

第一 一場 

翌朝。 画家 は 楽 気に 凭掛 の i! 子に 掛り、 

たばこ の n オフ イイ 

莨 を 喫み、 珈琲 を 飲み、 スケッチの 手帳 を 

くリ ひろ たた おと 

繰 拡げ、 見て いる。 戸 を 叩く 音す。 

画家。 お 這 乃ん なさい。 



こんち 

モデル。 今日は。 

画家。 マツ シャか 這 入れよ。 (モデル 急がし 気 にんる。 

画家 はや はり スケッチの 手帳 を 引 繰返し つ つ。) 

為 事 は 今日は 駄目 だよ。 ) 

モデル。 (驚きた る 様子。) おや。 

ままえ み おれ 

画家。 (微笑。) 実際 駄目な の だ。 それとも 己の 顔 は 

や つ ばり 作業 熱 の ある 顔に 見える かい。 

モデル。 そうではありません けれど。 

画家。 処で。 

と かく 

モデル。 兎に角 愉快ら しい 顔 をして いらっしゃる わ。 

画家。 そり や あそう さ。 愉快な 事が あつたの だ。 



モ 1 アル。 きのう。 

画家。 うむ。 しかも 遅くな つてから だ。 思い かけない 

事 も ある もの さ。 

モデル。 そんなに お 嬉しい 事な の。 本当で ございます 

ゝ o 

力 

画家。 うむ。 本当 だよ。 

ほねお リ 

モデル。 わたしの 骨折なん か は、 なんでも ございませ 

んゎ。 (画家 は 何ん の 事 か、 分らぬ らしく、 娘の 顔 を 

ま わるげ 

見る。 娘 は 間の 悪気に。) 何んでも ございま せんの。 

今日はお 為 事に おかかり なさ います かと 思いました 

ので。 



画家。 そこで。 

きれい ぞうさ 

モデル。 お 部屋 を 綺麗に 致し ましたの。 しかし 造 做 も 

ない 事でした わ。 

あた リ みまわ ちり 

画家。 (驚きて 四辺 を 見廻す。 画室の 塵 一本 もな きょ 

うに 綺麗に 掃除し あるに 心 付く。) うむ、 なるほど。 

モデル。 ちっともお 気が お付きな さらなかった の。 

画家。 (娘の 顔の 甚 しき 失望 を 表わせる に 心 付きて 詞 

急に。) うむ。 うむ。 お前の 掃除 をして くれたの も 

思い かけない 事に は 相違ない の だ。 よくやって くれ 

た。 難 有い よ。 

モデル。 (画家の 方に 背中 を 向け、 余所余所しく。) ど 



う 致しまして。 

画家。 丁度 好かった の だ。 今日は 愉快な 事が あるの だ 

から。 

モデル。 それで は やっぱりお 始めなさい ますの。 (画 

家の 方へ 向き 直る。) 

画家。 為 事なん ぞ はしない。 お 客が あるの だ。 

モ、 デル。 え。 

画家。 ある 貴 夫人が 見える の だ。 

モ 1 アル。 え。 

画家。 お嬢さん だ。 

モ 1 アル。 その 方 をお かきな さるの。 



画家。 そうさね。 かく かも 知れない よ。 (思に 沈む。) 

実にき のう 程 妙な 日 はない。 お前の 事 だから、 話し 

て 聞かせよう。 お前 は 急がし く はない のだろう。 

モデル。 いいえ。 、 別に 用事 は ございま せんの。 

画家。 そんなら 腰で も 掛けない か。 (娘 はや はり 立ち 

いる。) まあ、 考えて 見ても 知れる だろう。 宴会なん 

という もの は 随分つ まらない ものな の だ。 儀式張つ 

たま 

ていて、 退屈で。 おまけに 婚礼の 宴会と 来て は堪ら 

ない。 馬鹿な 演説が 沢山 あるだろう。 とんちんかん 

な 事 だらけで、 可笑しく もない のに 笑ったり 何 かし 

もちろん 

ている の だ。 勿論 そんな 事 だとい う 事 は 初めから 



分って いたの さ。 だが 己 は 少し 気が 浮々 して 来た も 

ん だから、 むちゃくちゃに 饒舌って いたの だ。 そう 

すると 思 いかけない 事に 出合 つたよ。 

モデル。 その 思い かけない と 仰 やる の は。 

画家。 うむ。 己の 話の 分って くれる 女が いたの だ。 —4 

ごん せん 

から 分る の だ。 言筌を 離れて 分って くれる の だ。 己 

の 言う 意味が 分る かい。 己と その 女と は 初めて 顔 を 

見合った の だ。 人に 面倒な 紹介 をして 貰った わけ 

じゃあない。 あらゆる 因襲 を 離れて 出し抜けに 出 

てきめん 

合った の だ。 人間と 人間と が 覿面に 出合った の だ。 

どんな 工合 だか、 お前に は 中々 分るまい。 食卓 を 離 



れ てから、 その 女と 隅の 方へ 引 込んで、 己 は 己の 事 

を 話す。 女 は 女の 事 を 話した の だ。 何んでも、 大体 

さま つ 

はお 互に 知り合つ ていて、 瑣末な 事 を 追加して 話す 

というよ うな 工合 さ。 何んでも、 万事い わなく つて 

も 先へ 知れて いると いう 工合な の だ。 妙 じゃあない 

ゝ o 

力 

モデル。 (無理に 微笑む。) それ は 随分ね。 

画家。 え。 

モデル。 随分 珍ら しい 事と いう もので ございましよう 

ね。 

画家。 大抵 一人の 人間に 打つ かろうと いうに は、 色々 



な 準備が、 支度が 人る ものな の だ。 初めの 内 は 誤解 

もす るし、 怒る ような 事 も あるし、 場合に 依って は 

誰か 死ななくて は 目 ざす 人に 近寄られない というよ 

うな 事 さえ ある。 人の 心に 取 入る に は、 強盗に 這 入 

ぼうぎょ 

るよう な 事 をし なくて はならない。 人の 防禦し ない 

折 を 狙って いて、 奇襲 を やらな くち や あならない 事 

も ある。 どうかし たわけで、 先方が 門の 戸 を 開けて 

ちんにゅう 

いるの を 見計ら つて、 そこ へ 急に、 乱暴に 闖入 しな 

くち や あならない。 それにき のうなん ぞの 工合と 

いったらない の だ。 門戸 は 十字に 開いて ある。 そこ 

へ 己が 飛込んだ の だ。 そして。 (娘の 方 を 見る。) 何 



か 言った のかい。 

モデル。 いいえ。 そんな 事が ございましたら、 どんな 

にか 嬉しい 事で しょうね。 

画家。 そり や あ 嬉しい さ。 平然として 人の 腹の 中に 這 

入って 行く の だ。 風雨 を 冒して、 冒険 的に 近付く の 

ではない。 平和の ままで 這 入って 行く の だ。 自然に 

そうなくて はならない ような 工合に、 青天白日に 這 

入って 行った の だ。 

モ 、デル。 へえ。 

画家。 分る かい。 

モデル。 (無理に 微笑む。) 少し はお 察し 申す 事が 出来 



ますの。 

画家。 (微笑む。 さて、 うっとりと して。) そうだろう- 

むやみ しゃべ 

好く は 分るまい な。 己が 無暗に 饒舌る から。 しかし 

己 はきのう の 工合 を 自分の 口で いって 見て、 その 詞 

を 自分の 耳に 聞いて 見たい の だ。 お前が そこで 聴い 

ていて くれなくても、 己 は 一人で 饒舌りたい 位な も 

の だ。 

うけたまわ 

モデル。 (悲し 気に。) それで はわた しが 承 つてい 

ましても、 お 邪魔に だけ は 成りません のね。 

画家。 なになに。 (何 か 深く 思う らしく。) そんな 風に 

平和の ままで 相手の 人間に 近付く と、 どの位の 利益 



が あるか 分る かい。 そういう 時で なくって は、 相手 

の 人間の 真実の 処は 分らな い の だ。 

モデル。 真実の 処で すって。 

画家。 そうさ。 その 人 を 買 被ったり、 見 そこなったり 

しないで。 

モデル。 (何 か 物 を 思う らしく。) そうで こざい ましよ 

うと も。 (詞 急に。) そんな 時に お感じに なった 事 は 

間違い こ はない と 思って いらっしゃ いますの。 

画家。 間違い こ はない とも。 きのう 出し抜けに 話 合つ 

たの を、 お 互に 自然の ように 思う のと 同じ 事で、 こ 

れ から 先 一 しょに 生活して 行く 事 を もお 互に 自然の 



ように 思う に 違ない。 

おどろき みず か 

モデル。 ( 驚 を 自ら 抑えて、 詞 急に。) そして、 その 

お嬢さん も あなたに すっかり 身の上 を 打明けて お 話 

しなさい ましたの。 

画家。 うむ。 跡に なって すっかり 話した の だ。 初めに 

己が 洗い浚い 饒舌って しまって、 それから 向う が 話 

し 出した。 まるでず つと 昔から 知り合つ ている 中の 

ように、 極 親密に 話した の だ。 子供の 時の 事 も 聞い 

たし、 双 親の 事 も 聞いた。 双 親と も 亡くなって、 一 

人 ぼつち なの だそう だ。 あんな 風に なった の も、 そ 

のせい かも 知れなかった よ。 



モデル。 あんな 風と 仰 やる の は。 

画家。 不思議に 打明ける ようになつ たのが。 

モデル。 そのお 嬢さん が 一人ぼっちで いらっしゃった 

からだと 仰 やる のね。 

画家。 うむ。 丁度 己の ように 一人ぼっちで いたの だか 

ら。 

モデル。 あなたの ようにで すって。 

画家。 (微笑む。) そうさ。 己の ように 一人ぼっちなん 

だ。 ふん。 お前の ようにと いっても ゆい かも 知れな 

い。 お前 だって 一体 一人ぼっちな のだろう。 

モデル。 (無理に 笑う。) わたしで すか。 わたし は 随分 



お 友達が ございま すわ。 

ごと 

画家。 (娘の 笑う のに、 ほとんど 気付かざる 如く。) ほ 

ん にあん な 事が あると いう 事 をき のうより 前に 己に 

いう ものが あったら、 己 だって 信じ はしな かったん 

だろう よ。 (立ち上る。) 

モデル。 (また 悲し 気になる。) そうで ございま すね。 

きのうまで は 夢にも 心 付かない 事が ある もので ござ 

いますね。 

画家。 そうさ。 人生 はそう した もの だ。 そこが 人生の 

美しい 処 なの だよ。 思いがけない 処 がな あ。 (間。) 

モデル。 わたしのお 父さんが よくそうみ いました つけ。 



思い かけずに 死ぬ るの が 一 番 美しい 死です つて。 

画家。 (娘の 顔 を 見る。) 何んだ つて そんな 事 を 思い出 

したの だ。 

モ 1 アル。 つい 思い出し ましたの。 

画家。 お前に はそんな 暗黒面で ない、 光明 面の 思い出 

はない のかい。 

モデル。 (何 か 言わん として 止め、 詞 急に。) しかし わ 

たし はもう。 

画家。 もう 行く のかい。 またお いでよ。 

モデル。 (二三 歩行き かかりて 戻る。) もう 当分 伺い ま 

せん わ。 



画家。 なぜ。 

モデル。 でも 当分 御 一 しょの。 (間。) あなたのお 為 事 

はだめ でしよう。 

画家。 (娘の 方 を 見ずに 窓の 処に 行く。) うむ。 そり や 

あお 前の 言う 通り かも 知れな い。 (突然 活潑 になり 

い ひとりごと 

て 二三 歩 前の 方へ 出で、 独 言。) そのく せ ゆうべへ 

レ エネと 話して いるう ちに 直にで も かき 始められる 

ように 思った の だが。 (娘に。) 己 は そのお 嬢さん に、 

己の 絵の 事 を みんな 話した の だ。 

モデル。 それで は 去年の 十一月に おかきに なった 画の 

事 もお 話しなさい ましたの。 



画家。 それ も 話した。 しかしお もに これから かく 分の 

事 を 話した の だ。 今まで かいた 絵の 事 は 向う に みん 

な 知れて いるんだ から。 (娘 不審 気に 画家の 顔 を 見 

る。) そうい つ て は 分るまい が、 己の 既往の 事が 向う 

に みんな 分った の だから、 己の かいた 絵 も、 それが 

どんな 絵 か、 どんな 感情の 絵 かとい う 事 は 向う に 知 

れ ている の だ。 熱心に、 大急ぎで、 切れ切れに 話す 

うちに、 何もかも 不思議に 向う に 分った の だ。 しか 

しさつき も 云う 通り、 主に 話した の は 未来に かく 絵 

の 事 だ。 それ は 是非 話さなくて はならなかった から 

な。 



モデル。 (小声に。) よく まあ そんなに 何もかも 一度に 

お話しな さる 事が 出来ました のね。 

画家。 そうさ。 そのうちに こんな 絵が あつたよ。 移住 

者と いう 題な の だ。 広い、 平な 畠が ある。 収穫の 

のち 

後 だ。 何んだ かこう 利用して しまった 土地と いうよ 

うな 風で、 寂し 気に、 貧乏ら しく 見えて いる。 そこ 

むれ せ 

を 人が 立ち去る 処 なの だ。 一群の 人が ぴったり 迫ぎ 

合って 入日の 方に 向いて 行く のが、 暗い 形に 見える 

の だ。 多く は 自分の 輪廓に 圧されて いるよう に 背中 

を 曲げて いる。 その 事 を 話す と お嬢さんが 云った つ 

け、 地平線に 行って 山に でもな つてし まいそうな 風 



に 歩いて 行く のでしょう ねと 云った つけ。 実によ く 

のみこ 

呑 込めた もの だ。 己の 思って いる 人物 は 地平線の 方 

かたち 

に 行って 山に なつ てし まいそうな 形 に 相違ない。 

(間。) それから、 も 一 つ こんな 絵の 事 を 話した つけ。 

画題 は 基督と いうの だ。 己が その 事 を 言い出す と、 

半分い わせずに お嬢さんが そういつ たつけ。 人物で 

はないで しょう。 風景でしょう。 期待が 当 来 を 知ら 

せる のでし ようと、 そういつ たつけ。 おい。 マツ 

シャ。 かける ような 気分に 早くな つて 見たい な あ。 

(両手 を 拡げて 未来 を搔き 抱く 如き 振 をな す。) 

モデル。 そうです ね。 実行が 一 番 難しい のです ね。 



画家。 そうだて。 やる 時 は 暴力で やる の だ。 その 日の 

朝 だって、 あたりまえの 朝と 変った 事 はない の だ。 

詩人なら 机に 向く。 画かき なら 画架に 向く。 そして 

出し抜けに 未曾有の 事 を 決行す るの だ。 一体 は 沈黙 

の 内でなくて は 思量せられ ない はずの 事 を、 言語に 

現わし 色彩に 現わす の だ。 言語で 言えば、 丁度 熱心 

に、 大声で、 息 を はずませて、 人が 千 人 も 前に 立つ 

ていて、 その 詞を 飢えた ものが 麪包を 求める ように 

つもり 

求めて いる 積で、 語り 出す ような 工合に。 

モデル。 (ほとんど 聞えざる ほどの 小声に て。) 千 人の 

人が 待って いるより、 もっと 切に 待って いるものが 



ございま すの。 

画家。 でもお 前なん ぞに はよ く は 分るまい。 (疲れた 

る 如く、 手 を 額に 翳す。) 

しず 力 

モデル。 (徐 に。) それ はどうせ よく は 分りません わ。 

えのぐ いれ たんす 

画家。 もう 行く かい。 (絵 具 入の 箪笥に 歩み寄り、 紙 

卷を 一本取りて 火 を 付く。) そんなら 暫く 合わない 

かも 知れない よ。 ヘレ エネが もう 来る はず だ。 お前 

に 用が ある 時が 来れば、 そういって やる よ。 

モデル。 わたしに 御用が おありな さる 時と 仰 やる ので 

すね。 

画家。 うむ。 葉書 を やる よ。 (握手 せんとして 手 を 差 



伸ぶ。 握手。) 冷たい 手 だな。 (初めて 気の 付きた る 

け つ しょく 

如く 顔 を 見る。) 今日は 大変に 血色が 悪い よ。 ゆう 

べ寐 なかった のかい。 

モデル。 ええ。 少しし きゃあ 寐 ませんで したの。 

うわ そら 

画家。 (握りた る 手 を 放し、 上の空に て。) 相 変らず 踊 

やなん ぞで夜 を 更かす のかい。 

モデル。 (悲し 気に。) ええ。 年が年中で すわ。 

画家。 (笑う。) ふん。 体が 台な しになる よ。 さような 

ら。 

モデル。 さようなら。 (急ぎ足に 退場。) 

画家。 (為 事 机の 前に 立ち、 紙卷を 喫みながら、 部屋の 



内 を 見廻す。 娘が 戸 を 開く る 時、 詞 急に。) おう。 掃 

除 をして くれたのに 礼 も 直に 言わなかった つけ。 そ 

なんどき ごろ 

れ から 何んだ つけ。 何時頃に この 前 を 通る かい。 

ひる か 

モデル。 ここ を 通る のです か。 お 午に はおつ 母さんの 

処へ 帰る のです から、 もう 二 時間 も すれば 通ります 

わ。 

画家。 二 時間と。 丁度 好い。 その 時 少し 花 を 買って 来 

て くれない か。 どう だ。 そうして くれる か。 

モデル。 (た ゆたい つつ。) 何ん の 花で ございま すの。 

画家。 さっき 話した お嬢さんに 上げる の だ。 己の 処に 

は 何ん にも あり やしない。 自分で 買いに 行く と、 留 



守に 来られる かも 知れない。 ここの 婆さん を 頼んで 

きま 

使に やる と、 お 極り でに おい あらせい とう を 買って 

来 やが る。 花と いえば きっと あれ を 買う の だ。 まる 

こて いもう ぞう 

で 固定 妄想 だ。 何 か 気の利いた 花 を 見立てて 買って 

来て くれない か。 どうだい。 

モデル。 (小声に。) 薔薇で はどうでしょう。 

画家。 何でも 好い。 お前なら とんちんかんな 事 はしな 

いから。 お嬢さん は 丁度お 前 位の ブロンドな 髪 をし 

ている の だ。 その 積で 見立てて くれい。 

モデル。 それで は 髪に 挿す 花です ね。 

画家。 (じれった 気に。) 髪に 挿されれば、 挿させても 



好い のさ。 つまり 花が 上げたい の だ。 (間。 娘 行か 

ん とす。) それからな あ。 ついでに 少し 果物 を 取つ 

てきて くれい。 春ば かりで は 物足りない。 夏 もい る 

こうじ まっか 

からな あ。 柑 子が 好い。 よく 真 赤に 熟した の を 買つ 

てきて くれい。 南国の 甘い 夏 を 包んで いるよう な柑 

子が 好い。 頼む よ。 二 時間 ほど すれば 来 るんだ な。 

モデル。 ええ、 ええ。 それで は 花と 柑 子です ね。 (戸 

を 開く。) 

画家。 持って来 たらな。 構わずに ずっと 這 入って 来い 

よ。 お嬢さん を 見せて やる から。 

モデル。 (やや 敵対の 語気に て。) わたしが お 目に かか 



ら なくち や あなら な いのでし ようか。 

画家。 なぜ。 己が 見せたい の だから、 好い じゃあない 

ゝ o 

力 

モデル。 ええ、 ええ。 それで は 花と 柑 子と を 持って 参 

ります よ。 

画家。 うむ。 さようなら。 (娘 退場。 画家 は ゆるやか 

あ 

に 部屋の 内 を あちこち 歩る きいる。 折々 ある 絵の 前 

に 立ち 留まりて、 何 を 思う ともなし に 絵 を 見る 事 あ 

リ。 また 暫く 歩きて、 突然 為 事 机の 傍に 寄り、 机の 

上の 物 を 上 を 下へ とい じり 廻し、 終りに 壁に 掛けた 

る 袋の 中より ブラシ を 見出して 手に 取り、 上着の 塵 



いそが ひと ふた 

を 払う。 戸 を 叩く 音す。 画家 は忙 わしく 一はけ 二 

おおまた 

はけ 払いて、 ブラシ を 投げ捨て、 大股に、 二三 歩に 

て 戸の 処に 行き、 呼ぶ。) お 這 入りなさい。 

令嬢 ヘレ エネ。 (上品なる 散歩 服。 極めて 気高き 態度。 

ブロンドなる 髪。 令嬢に は 少し 老けた る 年配。 〇 画 

家 は 暫く 詞 無く、 令嬢の 顔 を 凝視す。) もうお 見忘れ 

なさい ましたの。 

画家。 (急に 物狂おしく。) ヘレ エネさん。 お待ち 申し 

ていました。 

令嬢。 (画家が 握手 せんとして 手 を 差 伸ぶ る を 見て、 

徐 に 右 だけの 手袋 を 脱ぎ、 指輪 を 嵌めた る、 細長き、 



優しき 手 を 出す。 握手。) わたくしに は、 あなたと い 

う 事が 直に 分り ましたの。 

画家。 でもお 分りに ならない はず はないで は ございま 

せんか。 

令嬢。 しかし 昼間お 目に かかる の は 初めてで ございま 

すから ね。 

画家。 (少し 我に 返りて。) ほんに そうです ね。 実は 少 

めんくら 

し 面 喰った のです。 どういう わけ だか あなた はきつ 

力む 

とヴ ェ ェ ルを 被つ て いら つし やる はずの ように 思 つ 

ていた もんです から。 

令嬢。 そうで ございま すか。 こんな 風な 訪問 を 致す 時 



はヴェ エル を 被る もので ございまし たかねえ。 

画家。 そんな 事 をい つち や あいけ ません。 ただ 何が な 

しに そんな 気がして いたのです。 

令嬢。 御 心配な さらな くっても、 ようご ざいます よ。 

わたくしの 這 入って 参った の は、 誰も 見て はい ませ 

ん でした。 

画家。 (間の 悪気に。) わたし はそんな 事 は 何ん とも 

思って はおりません。 さあ。 どうぞ。 (部屋の 中へ 

乃れ と 勧む る 振 を 為す。) 

令嬢。 (笑いつつ。) も 少しで 余所余所し くお 嬢 様と で 

も W やりそう な処 でした ね。 そうでしょう。 (歩み 



近付く。) 

画家。 いや。 どうも。 

令嬢。 お 嬢 様、 どうぞ こちらへ お通り あそばし ませと 

でも 仰 やりそう でした のね。 (手近なる 椅子に 腰 を 

掛 く。) 

まじめ 

画家。 (真面目に。) ほんに そんな 事 を 言い かねない 処 

でした。 

令嬢。 (滑稽に。) やれやれ。 もうお 互の 中 も そこまで 

になり ました かね。 (二人とも 笑う。) 

画家。 莨 を 上る でしよう。 (紙 巻の 箱 を 出す。) 

令嬢。 (紙 卷をー つ 取りつつ。) 今日ば かりの 事です か 



ら、 やっぱり ヘレ エネと、 名 を 仰 やって 下さい まし。 

画家。 (驚きた る 顔に て 相手 を 見る。) 今日ば かりと は 

どういう のです。 あしたから はどうなる のです。 

令嬢。 あしたから でございます か。 (間。) 火 を 下さい 

まし。 どうぞ。 

画家。 (手 を 動かさずに。) それでも どういう わけで。 

令嬢。 おやおや。 自分で 莨 も 付けな くち や あならない 

ので ございます のね。 

画家。 (慌てて マッチ を 付けて 出す。) どうぞ 堪忍して 

こ つ ぜん 

下さい。 (忽然 何物 を か 認め 得た る 如く。) ヘレ エネ 

と 呼べと いうので すね。 事に よったら あなた は 本当 



は ヘレ エネと は 仰 やらない ので はない のでし ようか。 

令嬢。 (莨 を 試る ように 喫む。) いいえ。 全く ヘレ エネ 

というので ございま すよ。 

画家。 そうです かねえ。 どうも。 

令嬢。 あなた は 莨 を 上りません の。 それに まあ 兎に角 

お掛けな さ つ て はどうでしょう。 

画家。 (急に 腰を掛 く。) さあ 掛けました。 

らく 

令嬢。 (微笑む。) それでお 楽です か。 

画家。 (笑う。) 楽です とも。 

令嬢。 ( 徐 に 部屋の 内 を 見廻す。) ようご ざいます 事ね。 

画家。 何が です。 



令嬢。 この 部屋が 好い と 申す ので ございます。 こうい 

ぅ処で どんな 風に して 絵 を かいていら つし やる とい 

うのが、 想像が 出来ます わ。 (莨 を 捨て、 両手 を 差 伸 

ベ、 温 に。) 本当に わたくし は、 このお 部屋 を 拝見 

たのしみ 

いたす の を、 昨晩から 楽 に 致して 参りました ので 

まわ 

ございま すよ。 あなたのお 身の 廻りに ある こんな も 

の を 残らず。 

画家。 (踊り 上る。) 本当です か。 

令嬢。 (徐 に。) ええ。 舞台 を 拝見し なくて はと 思い 

ましたので ございます。 

画家。 舞台と は。 



令嬢。 あなたと わたくしとの 生涯 を 送った 舞台の 跡 を 

拝見いた したいと 存じまして。 

画家。 生涯です と。 

令嬢。 きのう 一 日に 縮めた 生涯と 申す ので ございます。 

画家。 まあ、 何ん という 妙な ぉ詞 でしよう。 

令嬢。 (両手に て 取りいた る 画家の 手 を 放し、 椅子の 

背に 寄り かかる。) わたくしの 申す 詞は 明瞭で ない 

かも 知れません が、 それ は 御 勘弁 あそばさなくて は 

いけません。 言語と いう もの はこうい う 風な 事 を 言 

い 現わす ように 出来て いない もので ございま すから。 

画家。 どうしたと いうので す。 



厓で す。 

令嬢。 おや。 それで は あなた はもう 一遍 二人の 生涯 を 

生きて 見ようと 仰 や いますので ございま すか。 

画家。 なるほど。 そういえば、 きのう 一 つの 生涯 を 

送った と 見做せば 見做されな い 事 はな いでしょう。 

もしき のう 一 つの 生涯が 済んだなら、 その 済んだ 生 

涯を 続けて、 押し広めて 行かなくて はならないで 

しょう。 それが 本当に 生きる という ものでしょう。 

令嬢。 まあ。 もう 一度 生きられる もの だと 思 召して い 

らっしゃ るの。 

画家。 (一歩退く。) ふん。 どう 思って おいでな のです 



令嬢。 でも 二人が 生涯に する 程の 事 は、 何もかも きの 

う 致して しまったの では ございますまい か。 (画家 

は 相手 を 凝視し いる。 令嬢 は 相手の目の 内に 現われ 

たる 怪訝、 恐怖 を排し 去らん とする 如く、 拒む 手 付 

を 為して。) 御覧なさい まし。 只今の あなたの 恐し 

こころち ち 

くお 思い あそばす、 そのお 心 持が、 丁度 昨晩の わた 

くしの 心 持と 同じな ので ございま すよ。 丁度 只今の 

あなたの ように、 昨晚 はわた くしが 恐し く 存じ まし 

たの。 

画家。 (張の なき 声に て、 ようよう。) 恐し く。 



心 持で は、 こう 申したい ので ございました。 まあお 

待ち 下さい まし。 ここで、 この 場で そうまで あそば 

さない 方が ようご ざいましょう。 そんなに 一 息に 何 

も かも 過ぎ去らせて おしまいなさい ますな。 まだ こ 

れ から 生きなければ ならない ので ございます からと 

そう 申して お留め 申したかった ので ございます。 そ 

れ にあな たは どうしても お聞き あそばさ なか つたで 

は ございま せんか。 そして 無理に わたくし を 引き 

摩って、 先へ 先へ と龃 けて いらっしゃい ましたで 

すべ 

しょう。 何もかも 残さずに、 総て を 得なくて はなら 

ない という 風に。 (詞を 緩め、 悲し 気に。) それ だ も 



ん でございますから、 とうとう わたくし は あなたに 

総て を 捧げて しまい ましたの。 

ひざ 

画家。 (一瞬間 令嬢 を 凝視し、 突然 その 膝に 身 を 投げ 

かけ、 両手 を 肩に 掛け、 抱き付きて 叫ぶ ように。) あ 

あ。 ヘレ エネさん。 

令嬢。 (両手の 間に 画家の 頭 を 挟みて 抑え、 目と 目 を 

見合せ、 一瞬間 極めて 真面目に なりいて、 さて 詞ゅ 

るく、 極めて 悲し 気に。) これでと うとうお 別 も 致し 

ましたの ね。 (間。) 

画家。 (忽然、 激しく 愉快 を 感じた る 如く、 一 層 厳しく 

抱き付きて。) これ きりだ なんて、 ひどいで はあり ま 



せんか。 あんな 大勢の 人の 中で 話 をした きりで、 お 

互の 生涯が 済んだ と 見做される ものです か。 まあ。 

考えて 見て 下さいよ。 

令嬢。 (優しく。) それでも 済んだ もの は 済んだ ので ご 

ざいます から、 どう 致す 事 も 出来ません わ。 あんな 

席で、 人の 中で は ございました けれど、 あなたが そ 

う あそばす もので ございま すから、 わたくしの 心の 

底の 底まで 明 放して、 わたくしの あなたに 捧げられ 

る だけの もの は 捧げて しま つ たので ございま すの。 

(画家 徐に手 を 放す。) あなたの 感情の 猛烈な 処も、 

お 優しい 処も、 みんな わたくしに は 分って いますの。 



それです から、 どんな 事 を あそばし たって、 意外 だ 

なんと は 存じません わ。 ただ 一 刹那の 間 では ござ 

いました けれど、 あなた はた だ 手と 手と が 障った ば 

らたい だ 

かりで、 わたくし を 裸体に してお 抱き あそばし たの 

でございますよ。 

画家。 (煩悶して。) どうぞ 堪忍して 下さい。 

うつむ 

令嬢。 (画家の 方へ 俯向く。) わたくし は それ を 後悔な 

んか 致しません の。 わたくし のために も 大きい 幸福 

で ございま したわ。 本当に 嬉しい と 存じました わ。 

画家。 (顫 いつつ 仰ぎ見て、 頼む ように。) ヘレ エネ さ 

ん。 (令嬢の 膝の 上に 俯伏す。) 



令嬢。 (画家の 髪 を 撫づ。 ) 本当に わたくし は 何もかも 

ゆる 

あなたに 縦して しまい ましたの。 ただ 二人の 間に 子 

供 を 持つ 事が 出来ない ばかりで ございま すわ。 (画 

ささよ 

家欷歐 す。) あなたが そうしてお しまいな さった の 

しょう 

でございますから、 為 様が ございません わ。 

画家。 (小声に て。) それでも。 

令嬢。 ええ。 

画家。 どうしても 今一度、 現実の 世界で。 

令嬢。 いいえ。 それ は 致さない 方が 宜し ゆう ございま 

すの。 無理に 致しましても、 その 製作 は 失敗に 終り 

ます わ。 



画家。 ああ。 

令嬢。 あなたに はそんな 心 持 は 致しませんで すか。 わ 

むにんとう 

たくし 共 二人 は、 遠い 遠い 無人島で、 何年 も 何年 も 

暮 しました ので ございま すわ。 

あたま もた 

画家。 (頭 を擡 ぐ。) は あ。 

いくたび せっぷん 

令嬢。 そして 愛の 限り を 味わって 幾度 も 幾度 も 接吻い 

たし ましたの。 

画家。 それが もう 出来な いんです か。 

令嬢。 (微笑む。) ええ。 出来ません わ。 

画家。 なぜでしょう。 

令嬢。 もう 無人島から 帰って来 たので ございます もの。 



帰って来て 見れば、 ただの 世界で、 物が 重り を 持つ 

ていたり、 日が させば 影 を 落した リ 致します ので ご 

ざいます からね。 そして 出来事と 出来事との 間に は、 

遠い 道の ように、 年月 というものがあるので ござい 

ますから ね。 こんな 世界に 帰って来て 見れば、 あな 

たと わたくしと はこれ でお 別に 致さなくて はなり ま 

せんので ございます。 

画家。 (煩悶して。) そんなら どうで も 別れる というの 

です 力 

令嬢。 お 別 だけが この 世界へ 帰って からの ものに 残つ 

ていたので ございま すわ。 別なん という もの は、 時 



間に 属する ものです から、 あの 島で はそんな もの は 

なかった ので ございます。 (間。) 

画家。 (立ち上る。) わたくしの 方で は、 きのうの 事 は 

まくあき せわ 

幕 明の 音楽で、 忙しい 調子の 中へ、 あらゆる モ チイ 

ヴを 叩き込ん だものに 過ぎない ので、 これからが 本 

当の 曲になる と 云いたい のです が、 あなたに は、 何 

んと 云つ て もそう 考えて 下さる 事が 出来ない のです 

ね。 

令嬢。 これから 本当の オペ ラ にしようと 仰 やる ので ご 

ざいます か。 

画家。 (頷く。) ええ。 これから 本当の アクションに 



しょうと いうので す。 

令嬢。 (微笑む。) なぜ わたくしが オペラと 申しました 

の を、 わざわざ アクション という 詞 にお 換 あそばし 

たの。 もし この 跡 を 続けましたら、 それ こそ オペラ 

でございます わ。 本当のお 芝居で ございま すわ。 わ 

たくし は それが 怖い と 存じた ので ございます。 

画家。 まあ。 そんな 事まで いつの 間に 考えて いたので 

」 ゝ o 

す 力 

令嬢。 ゆうべ 夜通し 考えて いました の。 (間。) 

画家。 (あちこち 歩き 始 む。) 何もかも ノンセンス だ。 

(間。 また 歩きつつ。) 不思議 だ。 



令嬢。 ええ。 不思議で ございます とも。 この 不思議の 

中に 立って、 踏み迷わずに、 しっかり していな くつ 

て はならない ので ございま すわ。 ( 画家 立 ち留 る。) 

ええ。 大抵の 人なら 迷って しまう かも 知れません わ。 

そういた して、 目の くるめく ような 楽の 急 調 を、 常 

の 日に 調べようと 致す ので ございましよう。 しかし 

舞の 伴奏の 楽 は、 ただ 歩く 時の 足 取に は 合う はずが 

ございま せんの。 不調和な、 馬鹿らし いものに なり 

勝で ございま すわ。 お 互に そんな 事 は 致したくない 

ので ございます からね。 お 互に 兎に角、 翼の ある 

じょうちょ 

情緒 を 持って いる 人間な ので ございます からね。 



画家。 そこまで 深く 考えて 見た のです か。 

令嬢。 ええ、 ええ。 そんな 事 は、 あなたの 方で は 考え 

て 下さらな いという 事が、 わたくしに は 分って いま 

したの。 年上で ございます からね。 (画家 科 あり。 

令孃徐 に。) ええ。 年上で ございま すよ。 それにき 

のうと は 違います の。 (調子 を 変う。) しかし 兎に角、 

お 互に 普通の 人間で だけ は 無い 事が 分りました ので 

ございま すね。 

画家。 普通でな いと は。 

令嬢。 新人で ございま すわ。 何ん に 致せ、 あの 大勢の 

みの がさ 

いる 宴会の 中で、 隠れ蓑、 隠れ 笠 をで も 持って いる 



なさり そうな もの だなん というの でしよう。 そう 致 

して あなたが おいでな さり はなさるまい かと 一 一週間 

こころまち 

位 は 心 待 に 待 つ ので ございま しょうよ。 (笑う。) 

わたくし 共が 二十 年 も 御 一し よに 募した 事 は、 おば 

さん は 知らないの ですからね。 人 はたった 二 時間 だ 

と 思って いたので ございま すから。 

画家。 なぜ 二十 年と いうので すか。 

令嬢。 (快活に。) ええ。 二十 年 位で 若 死 を 致した もの 

と 思って 見ました の。 (画家 頭 を 振る。) 幸福の 

まっさいちゅう 

真 最中 に 死んだ ので ございま すわ。 美しい 死で ご 

ざいましょう。 こんな 閲歴 は 外の 人に は 出来ます ま 



いで は ござ いません か。 

あざけ リ 

画家。 ( 嘲 を 帯びて。) あんな 風に なら、 一 人で 幾 生 

涯 でも 生きて 見られよう じゃありません か。 

令嬢。 (真面目に。) ええ。 それが 出来ましたなら、 現 

代人の 芸術の 能事 畢れリ では ございますまい か。 

画家。 芸術です と。 

令嬢。 芸術と 申し ましたの は 悪かった かも 知れません。 

そんなら 現代人の 要求と でも 申しましょう か。 一 つ 

一 つの 閲歴に それ 相当の 調子 を 与える 事が 出来 まし 

て。 それが 一 つ 一 つの 全き ものに なりましたなら、 

一 つ 一 つの 生涯に なりましたなら、 その 人 は 千万の 



生涯 を閲 する 事が 出来 ま しょうで は ございません か。 

画家。 そして 千万た び 死ぬ るので すか。 

しの 

令嬢。 ええ。 千万た びの 死 を 凌ぐ ので ございます。 そ 

んな 風に はお 感じな さ いません か。 

画家。 どうして そんな 事 をい うのです か。 

令嬢。 わたくしが どうしてそう 思う の だか、 お分りに 

なりません の。 (立ち上る。) あなた は 画家で いらつ 

しゃいます。 一日 絵 をお かきなさい ますでしょう。 

それが ただの 一 日で ございま すか。 

画家。 いいえ。 勿論 それ はた だの 一 日ではありません。 

多くの 日 を その 一 つの 図に 入れる のです。 出来る 事 



ならわた くしの 覚えて いる だけの 日 を みんな 入れる 

のです。 

令嬢。 それ 御覧なさい まし。 秘密 を 道破して おしまい 

なさい ました わ。 

画家。 なぜ。 

令嬢。 あなた はきのう 宴会に いらっしゃる 時、 絵 を か 

きかけ て 置いて いら つ しゃ つたので は ございません 

ゝ a 

力 

画家。 かいて はいなかった のです。 しかし。 

令嬢。 でも かこうと 思 つて いらつ しゃ つたので ござい 

ましょう。 



画家。 かける かも 知れない と 位 は 思って いたので すよ。 

令嬢。 (喜ばし 気に。) そこでお かきな さった ので ござ 

います わ。 あなた は 作品に 加える 尺度 を わたくしに 

加て、 わたくしと あなたとの 間 を、 一 つの 作品に し 

ておしまい なさった ので ございます。 しかも 不朽の 

作品に。 

画家。 (悲し 気に。) あなたが 不朽 だとい つたって、 そ 

の 作品 は 今日 跡 もな く 亡びて いるので す。 

令嬢。 あなた はそう 仰 やる けれど、 あなたの おかきに 

なった 絵 だって、 いつ 誰が 見ても その 絵と 見える よ 

うに、 いつも そこに あると いう わけで は ございます 



まい。 そんな 事 はない ので ございましよう。 あなた 

の 絵が あると いうの は、 あなたの 絵の 生命の ある 処 

へ 這 入つ て 行く 事の 出来る 人の ために あると いう わ 

けで ございましよう。 その 意味から いえば、 ゆうべ 

お作りな さった 作品 も、 不朽に 存在して いると いう 

も の では) J ざ います ま い か。 

画家。 (真面目に 相手 を 見る。 間。) なるほど。 あなた 

はそんな 風に 考えた のです か。 

令嬢。 (頷く。) ええ。 そう 考えまして わたくし だけ は、 

おしえ 

生活の ために 必要な ある 教 を 得た ので ございます 

の。 



> J ざいましょう。 し かし 幾ら 手本 無しに 生活す ると 

ち * つし 

申ましても、 そういう 人で ございましても、 どうせ 

生々 しいので ございまし ようから、 何事 かに 出合 ま 

して、 五つ や 六つの 調子 を 覚えましても、 それから 

先 は 分りません から、 その 五つ か 六つの 調子 を あら 

ゆる ものに 当て嵌める 事に な つ てし まう ので ござい 

ましょう。 人生に 応ずる に は 幾千の 調子がん るか 知 

れな いので ございます。 そこで 一 つ 間違 を 致します 

と、 そういう 人 は 慌てまして、 きっと これまでに 覚 

えてい る 因襲の 内の、 一番 現在の 場合に 当 嵌りそう 

なの を 持って来て、 それ を 応用し ようと 致す ので ご 



ざいましょう。 (間。) あなたのお 身の上で 申して 見 

ますれば、 あなた はわた くしと 結婚 あそばし たので 

ございましよう。 

画家。 (正直に 驚きた る 様子。) いや。 結婚 なぞ をす る 

つも リ 

積 ではなかった のです。 

令嬢。 結婚 はなさらなかった ので ございま すの。 そん 

なら どう あそばす はずで) J ざいました の。 

画家。 そり や あ。 (間。) そうです ね。 そんな 事 をい つ 

た つ て 駄目 だし。 

令嬢。 いいえ。 なんでも 宜し ゆう ございま すから 言つ 

て 御覧なさい ましよ。 



画家。 ただ 一し よに なって いたのだろう というの です。 

令嬢。 ここにで ございま すか。 

画家。 それ はこ こで も 好い し、 どこか 外へ 行ったら、 

なお やか ま 

猶 好いで しょう。 あなたの おばさんが 暄 しそうで 

す 力ら 

令嬢。 まあ。 結婚 も 致さずに、 ただ 何が なしに 御 一 

しょに いるので ございま すね。 

画家。 そうです。 何が なしにです。 そら。 外の 絵 かき 

もやって いるでしょう。 (令嬢 笑う。 画家 黙りて 相 

手の 顔 を、 何故 笑う かと 問い たげ に 見る。 令嬢い よ 

いよ 笑う。) 何が そんなに 可笑しい のです か。 



令嬢。 それでも、 そんな 風な 生活 は、 もうと つくに 因 

襲に な つ てし ま つ ている じゃあ ございま せんか。 

画家。 それでも。 因襲と いったって。 

令嬢。 ええ、 ええ。 同じ 因襲で も、 一般の 社会での 因 

襲で なくって、 ある 狭い 仲間内での 因襲で ございま 

しょう。 しかし 因襲 は 因襲で ございま すから、 狭い 

仲間内の 因襲 だからと 申しましても、 特別に 好い は 

ず はないで は ございますまい か。 そんな 風に 致し ま 

したら、 わたくし はやつ ぱリ 段々 に扮 装なん ぞは構 

おしまい 

わなくなりまして、 化粧 も 致さない ようになります 

あき 

ので ございましよう。 (画家 呆れて 相手の 顔 を 見お 



おの いだ 

り、 さてつい に 己れ も 笑い出す。 令嬢 また 笑う。) そ 

れ 御覧なさい ましな。 (間。) まあ、 お 互にこう いた 

いとまごい 

して 笑つ て いられます 間に、 お 暇 乞 をいた しまし よ 

う。 

画家。 (驚く。) 行く のです か。 

令嬢。 ええ。 ただ、 今一 つ 申して 置きたい 事が ござい 

ます。 どうぞ こんな 事に なり ましたの を、 おくやみ 

なさらないで 下さい まし。 もし わたくしの 事 を 思い 

出して 下さいますなら、 どうぞ 昨晩の ような 調子に 

してお 考え あそばして 下さい まし。 美しい 調子に、 

メロ ヂィの ある 調子に してお 思い出し あそばして 下 



さい まし。 それだけ は 是非お 願い 申して 置かなくて 

はな りません。 わたくしの 致した 事 を、 もし 不断の 

尺度で、 日常生活の 尺度で 量って 下さいましたら、 

えんざ い 

それ はわた くしの ために ひどい 冤罪になる ので ござ 

いますから。 

画家。 (令嬢の 手 を 握り、 目 を 見合せ、 黙りい る。 さ 

て。) どうもこう なれば 為 様が ありません。 日常 生 

活の 尺度で 量 つ て も 好い ような 幸福 はない もので 

しょうか。 (手 を 放す。) 

令嬢。 そんな 幸福 を 求めようと 仰 やる ので ございます 



画家。 (急に。) ええ。 

令嬢。 そう 仰 やれば、 わたくしが このお 部屋へ 参リま 

して、 心 付いた 事が ございま すから、 御 遠慮なく そ 

れを 申して 見ましょう か。 

画家。 何んで しょう。 あなたが この 部屋へ 這 入って、 

直に 気の 付いた 事が あると いうので すね。 

令嬢。 ええ。 あなたの 仰 やる ような 幸福が。 

画家。 そんな 幸福が どこかに あると いうので すか。 

令嬢。 ええ。 何んだ かこのお 部屋の 空気の 中に、 そう 

いう 幸福の 影が 漂つ ている ようで ございま すね。 

画家。 ふん。 



令嬢。 どうも わたくしに は、 そんな 風に 感じられます 

の。 

画家。 今でもで すか。 

令嬢。 (徐 に。) なんでももう よほど 前からの 事で ご 

ざいます ね。 それが あなたに は 分らないで いるので 

ございましよう、 何んでも あなたの 生活に ぴったり 

寄 添って いるものが ございます ように 思われ ますの _ 

その 隠れた 幸福と、 あなたの 生活と は、 息が 合って 

いますよ うに、 一 つ 呼吸 をして いますよ うに 思われ 

ますの。 思い違い かも 知れません。 こんなの が 女の 

直覚と か いう もので ございましよう。 しかし 考えて 



御覧なさい まし。 お思い当り あそばす 事が あり は 致 

こうべ しずか 

しません か。 (画家 首を垂 る。 令嬢 は徐に 画家の 

傍 より 離れ 去る。) ね。 何んでも いつも あなたの 

お 傍に いて、 あなたのお 目に 留ら ないような 人が い 

るので は ございま せんか。 その 人 は 余り あなたの 生 

活に 密接な 関係 を 持って いますので、 あたた は それ 

を 家常の 茶飯の ように 思 召て お 気 をお 留め あそばさ 

ない ので は ございま せんか。 よくお 考えな すって 御 

しず 力 しす 力 

覧 なさい まし。 ね。 (徐に 戸の 口に 歩み寄り、 徐 

に 戸 を 開き、 退場。) 

画家。 (物思いに 沈みて 凝立す る こと 暫くに して、 忽 



けしき あたり 

然 夢の 覚めた るが 如き 気色 をな し、 四辺 を 見廻す。 

ようよう にして 我に 返る。) ヘレ エネさん。 (戸口に 

走り 寄り、 荒ら かに 戸 を 開け、 叫ぶ。) ヘレ エネさん。 

(画家 は 暫く 耳を聳 ている。 四辺 は ひっそり として 

物音 無し。 画家 は 再び 戸 を 鎖し、 跡に 戻リ、 物 を 案 

さま 

ずる 様に て 部屋の 内 を あちこち 歩き、 何 かそ こらの 

物 を 手に 取りて は 置き、 また 外の 物 を 手に 取りて は 

ひとす い たち ま 

置き、 紙 巻 を 一 本 取りて 火 を 付け、 一 吸 吸い、 忽 ち 

それ を 投げ捨て、 右手の 為 事 机に 龃け 寄り、 慌 ただ 

しく 物 を かき 始む。 暫くして 何事 を か 口の 内に てつ 

ぶ やき、 癇癩を 起した る 様子に て、 その 紙 を 引裂く。 



さて 外の 紙 を 取りて かき 始め、 暫くして かき 止め、 

また その 紙 を 引裂く。 さて 暫く 空 を 睨みいて、 忽ち 

激しき 運動に て 両手 を 顔に 覆い、 両肱を 机に 突き、 

死人の 如く 動かずに 坐りい る。 〇 暫く ありて、 戸口 

い きた しずか 

より モデル 娘 入り 来る。 徐 にため らいつつ 部屋の 

内に 進み、 始終 物 を 怖る る 如く 四辺 を 見廻す。 娘 は 

イタリア だね おきなぐ さ 

片手に 伊太利 亜種の 赤き 翁 草 の 花の 大束を 持ち、 

片手に 柑子を 盛りた る 籠 を 持ちい る。 さて 画家の、 

おの さき 

己れ の 方に 背中 を 向けて、 先の 姿勢 を 取りお る を 見 

付け、 驚き、 徐 に。) 

モデル。 今日は。 (ひっそり として 物音 無し。 娘は徐 



に 煖炉に 歩み寄り、 その上なる 素焼の 瓶 を 取りて 絵 

具 入の 箪笥の 上に 据え、 それに 翁 草の 花 を 挿す。 そ 

の 間に 画家 は 少し 身 を 動かし、 娘 を 見る。 さて 立 

ち 上らん として また 腰 を 落し、 女の する 事 を 見て い 

おの 

る。 娘 は 忽ち 画家の 己れ を 見る に 心 付き、 詞 急に。) 

お 休な すった の。 (間。) 花 を 持って 参り ましたの。 

そして あの 柑子 も。 

画家。 (詞 急に。) うむ。 好い 好い。 (立ち上り、 歩み寄 

る。) 翁 草 を 買って 来たね。 お前 は その 花が 好き かい。 

モデル。 (驚く。) これで はいけ なかった のです か。 

画家。 好い とも。 (花 を 二三 本 取りて、 娘の 髪に 当て 



がい 見る。) お前の ブロンドな 髪に 映りが 好い ぜ。 

モデル。 (さっぱりと) そのお 嬢さん がわた しの 髪と 

おんな じなら ようご ざいます が。 

画家。 (驚きた る 顔に て 相手 を 見、 さて。) ああ、 その 

事 かい。 (間。) そんな 事 はもう 忘れて いた。 己 はた 

だ この 花 を 花輪に して、 お前の 髪に 載せたら どんな 

工合だろう かと 思った の だ。 

モデル。 (花 をい じりつつ。) そうして かいて 見ようと 

思いな すった の。 

画家。 まあ、 そう 思った としてな。 お前に その 花輪 を 

t 戴かせて 見た 処が、 ひどく 映りが 好かった の だ。 



は ゆかない かも 知れない。 そういう 事に なったら、 

お前 はどうす るい。 

モデル。 そんなら わたし は、 花輪 を 頭に 載せた ままで、 

じ つ として その あしたまで 坐 つ て います わ。 

画家。 夜通し かい。 

モ 1 アル。 ええ。 

画家。 坐って いて 居 眠なん ぞは 出来ない の だぜ。 居 眠 

リ なん ぞ をす ると 花輪が 歪む からな。 

モデル。 居 眠なん かしません わ。 

画家。 折角そう して くれても、 翌日に なって 見れば、 

しぼ 

その 花が 萎んで いるか も 知れない。 



モデル。 (悲し 気に。) え。 ほんに そうで ございま すね。 

萎んだ 花 は。 

画家。 (背中 を 向けつつ。) 役に は 立つまい。 

モデル。 それ はそう でございます とも。 (間。 娘 はや 

はり 花 をい じリ いる。) お嬢さん はどうなさい まし 

たの。 まだい らっしゃ いますの。 

き つ 

画家。 お嬢さん かい。 (突然 立ち 留リ、 娘 を屹と 見、 早 

そば 

足に 娘の 傍に 寄り、 両手 を 娘の 肩に 置き、 娘 を 自分 

の 方へ 向かせ、 目と 目 を 見合す。) マツ シャ お前 かい。 

(娘 は 呆れて 目 を 見張る。) お前 はいつ もこ こにいる 

の だな。 (娘 は 何事と も 分らぬ らしく、 一 歩 退く。) 



うむ。 そんな 事 をい つたって、 お前に は 分らない は 

ず だ つ た。 (手 持 無沙汰に、 ほとんど 恐る恐る。 ) マ ッ 

シャ。 この 花 はお 前に 遣る。 (娘 はいよ いよ 呆れ、 

わき ま 

何事と も 弁えず、 目 をい よいよ 大きく 見張る。 画 

家 は 何とい わん かと、 思い惑う 様子に て。) それから 

この 柑子 もお 前に 遣る。 そしてお 前と 一 しょに 食べ 

ようじ やない か。 そしてな。 これから は柑 子が 出る 

たびに、 いつでも お前と 一し よに 食べよう じ やない 

ゝ a 

力 

モデル。 (忽然と 非常なる 喜に 打た るる 様子。) まあ。 

本当で ございま すか。 



画家。 (娘 を 抱く。) 己が 悪かった。 勘忍して くれい。 

(娘 は 顔 を 画家の 胸に 押 付く。 画家 は徐に 娘の 髪 を 

さきよ 

撫づ。 娘 忽ち 欷歐 す。 画家 小声に て。) どうしたの 

だい。 なぜ 泣 くんだ い。 

なきわらい 

モデル。 (泣 笑。) でも また わたしの 胸が こんなに なつ 

て は、 あなたが かかれな いと 仰 やい ますでしょう。 

画家。 (優しく。) ほんに お前 は。 

モデル。 わたし は 胸 一 ぱいに なって、 どう 致して 宜し 

しずか ひざまず 

いか 分らない のです もの。 (画家 徐に 娘の 前に 跪 

き、 娘 を 見 上ぐ。 娘 両手に て 画家の 目 を 塞ぎ、 顔 次 

第に 晴 やかに なりて 微笑み、 少し 苦情ら しき 調子に 



て。) あの わたしが 待 受けて いました の は、 これまで 

幾度 だか 知れなかった のに、 あなた は 黙って いらつ 

しゃった のです わ。 それな のに、 ひ よんな 時、 出し 

抜けに こんな 事 を 仰 やる のです もの。 (幕。) 



(家常 茶飯 附録) 現代 思想 (対話) 



太陽 記者。 こん 度 私共の 方で 出す ようになりました、 

かじょうち やはん 

あの 家常 茶飯の 作者の ライ ネル • マリア • リルケと 

いうの は、 あれ は 余り 評判 を 聞かない 人の ようです 

が、 一 体 どんな 人です か。 

森。 そうです ね。 私 も 好く は 知りません。 誰も 好く は 

ごもっとも 

知りますまい。 あなたが 御存じの な いのも 御尤で 

ところ くわ おおやけ 

す。 これまでの 処 では、 履歴 も 精し く は 公 にせ 

られ ていないの ですから。 



記者。 しかし 少し は 知れて いましょう。 何処の 人です 

ゝ a 

力 

ォォ スト リア 

森。 ボヘミア 人です。 それ だから、 現に 澳匈 国の 臣民 

になって います。 八つの 橋 を モル ダウ 河に 渡して 

リ ようがん また 

両岸に 跨がって いる プラハの 都府 で、 幾 百年 かの 

うち 

旧慣に 縛られて いる 貴族の 家に、 千 八 百 七十 五 年 十 

二月の 九日に 生れた という ことです。 それです から 

今年の 十二月で 満三 十三 年になる。 私なん ぞょリ は 

ほとんど 二十 年 も 若い。 悴に 持っても ゆ いような 

うち 

男です。 家 は ケルン テンに 代々 土着して いたと いう 

うち 

ことです。 詩の 中で、 「森の なかなる 七つの 城に、 



三 枝に 花 を 咲かせた」 家 だとい つてい ます。 思想 も 

貴族的 で 、 先祖 自慢 をす る 処が、 ゴビ ノォゃ ニイ チェ 

に似てい ますよ。 肖像 を 見る と、 われわれ 日本人に 

ようぼう けいけい 

余り 縁遠くない、 細お もての 容貌で、 眼光が 炯々 と 

している のです。 そのく せおと なしい 人 だそう です 

によせ い てき 

むしろ 女性的 だとい うこと です。 エル レン -ケィ と 

ぁヽぇ 

ひどく 相 獲て いると 見えます ね。 

記者。 それで は 交際が 広い のです ね。 

森。 ある 意味で は 広い と 見えます。 同 臭の もの を 尋ね 

て 欧洲 大陸 を 半分 位 は 歩いて いましょう。 何でも 

おやた ち つもり やつ つか 

親 達 は 軍人に する 積で、 十ば かりの 奴を摑 まえて 



して 尽 している 処を 見ます と、 その 形跡から 見れば、 

天晴 孝子です。 よめに も 行かないで、 一身 を 犠牲に 

してお つ 母さん を 大切に しています。 そこで その 思 

想 はどうです。 あの 弟との 対話 をよ く 読んで 御覧な 

さい。 われわれの 教えられ ている 孝と いう 思想 は 跡 

形 もな く 破壊せられ てし まっています。 決して 母 だ 

から 大切に する ので はない のです。 そこで 今 ここに 

えびちゃ しき ぶ 

一 人の 葡萄 茶 式部が いると 想像して 御覧なさい。 そ 

して その 娘 もお つ 母さん を 大切に している のです。 

, J の 娘 は 高等の 教育 を 受けた ので、 英語が 読めます。 

そこで 現代詩 人の 作 を 読んで いるので す。 この 娘の 



思想 は、 脚本に ある 画家の 姉え さんの 思想と 違って 

いるで しょうか。 同じで しょうか。 一 寸 これ だけの 

事で も 考えて 見れば、 深く 考えて 見れば、 倫理 上教 

育 上の 大問 題です。 ねえ。 そうではありません か。 

私の 申す 事が、 あなたに 好く おわかりに なりました 

か、 どう だか、 知れません。 一 つ 外の 例 を 引いて 申 

しましょう。 あの バ アナ アド • ショォ の 脚本に ゼ- 

デヴィ ルス • ヂッシ プルと いうの があります。 主人 

公 ヂック が 牧師の 内に & つて、 牧師 夫婦と 話 をして 

いるう ちに、 牧師が 余所へ 出て しまう。 そこへ 敵 兵 

が 来て 牧師 を 縛ろうと する。 縛られて 行けば、 見せ 



森。 ああ。 一寸お 待なさい。 リルケの 著作 目録 を 上げ 

ますから。 これです。 

記者。 難 有う ございます。 それで は 持って 帰って 拝見 

しましょう。 



ライ ネル • マリア • リルケ 著作 目録 

(Reiner Mmlria Rilk:es werke.) 

題号 種類 

発行 年 発行 地 備考 

Letien und lieder. 詩 



1894 Strassburg i.S. 

Larenopfer. 

1896 力 

Jetzt und in der Stunde 

1896 家蔵 板 

T-rallmTOekToent. 

1897 Leipzig 

Advent. 

1898 同 右 

1898 MBSTO^^ 



zwel Pr ひ TOer Gesclnditen. 

1899 同 右 

Gescliichten vom lietien Gott. 

1900 Leipzig (三板 1908) 

Die frrnlen Gedichte. (Mir zur Feier 改題) 詩 

Leipzig und Berlin (再 板 1909) 

Die Letzten. 

1901 Berlin und WITO^^ 

Das lyeTOliche Letien. 

1901 Muenciien 

D ひ s Budi der Bilder. 



1902 Berlin rnid WBS^^^.^ (再 板 1906) 

worp- swede. 

1903 wielefeld und Leipzig (再 板 1904) 

D^s Stundentaicti. 

1905 Leipzig 

Die Weise von Liet>e und Trod des cornets 

Qlristop>Jl von Rilk:e. 

1906 同 右 

Nene Gediclil:e. 

1907 同 右 

Der neuen Gediclite, anderer TTeil. 



1908 同 右 —— 

AufzeicIlnunTOen des Mmllte Laurids roriTOTOe. 散. K 

1910 同 右 —— 

参照 書類 

Ellen k:ey, Reiner Mmlri ひ Rilk:e. Deutsche >^ro^. 

R.ag 1905. Heft 5, 6. 

A. Micliels, Apollo und Dionysos. MBSTO^^ 1^01 

！ R. Freienfels, Hairier MElri^ ！ Rilke. literarisches 

Echo. Berlin 1907. IX, 17. 

PY. von 〇ppleln-Bronik:owski. Blaiie Blume. LeipJziTO 



1900. 

von 〇pp>eln-wronikowski, Rainer Muriel Rilk:e. 

Mitteihin ぬ en der literarhistorisclien Gesellsch^ft 

wonn. Dortmund 1907. 

w-egwitz, Reiner Mari^ Rilk:e. .westermanns 

Moneitshefte. roreulnschwei^ 1908. Jahr^an^ ^3, 

Keft 3. 

(明治 四十 一 一年 五月) 
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